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ちょっとあなたのかばん拝見！県大生のマストアイテム！
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今回の特集は、マイノリティ。実際に少数派と呼ばれている人たちに会うと、生き生きとした活動が行われていることが実感できました。
これからも「県大 jiman」をよりよい広報誌に育てていくために、今後もみなさんの協力をいただきたいと思いますので、ご意見・ご感想をお寄せ下さい。

学生広報スタッフ大募集！
広報誌作成グループでは、県大 jiman の作成に参加してくれる学生を募集しています。
私たちと一緒に、県大の素敵な「jiman」をしてみませんか？
デザインや編集の専門知識が無くても大丈夫です。
外部のデザイナーさんや編集者を招いて勉強会なども行う予定ですので、興味のある方は、気軽にお問い合わせください。
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発行日｜2014 年 7 月
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誌面デザイン：福田亮太郎、福島渚、井上友希
中道千尋、福本萌、分部敬多

今号も、取材や制作において
得られるものは大きかったです !

元事務局の池田さん、
本当にありがとうございました！
（人間関係学科２回生　井上友希）

予定とずれることもありましたが、
編集楽しかったです！

（生活デザイン学科２回生　中道千尋）

色々な人の手でデザインが
出来る事が jiman の一冊です。

（生活デザイン学科教員　佐々木一泰）

色んな人と出会えて楽しかったです！
（人間関係学科２回生　福本萌）

今回もいろんな人にインタビュー
できたのでよかったです。

（地域文化学科２回生　分部敬多）

男子・女子の垣根が低くなれば、
新しいものが生まれる気がします。

（機械システム工学科教員　河﨑澄）

４年ぶりに県大に帰ってきました。
私がいた時から比べると大きく変化した県大 jiman。

これからもどうぞよろしくお願いします。
（事務局　中嶋崇裕）

ページ増量！！
（事務局　玉井大輔）

今回は 2回生スタッフがよく頑張って
たので、ぜひお楽しみください！

（生活デザイン学科４回生　福島渚）

滋賀県立大学広報誌「県大 jiman」は県大が持つキラリと光る
「jiman」なところを紹介する広報誌です。「県大 jiman」は今
年で創刊８年目を迎えました。
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工学女子×看護男子
今回はマイノリティがテーマ。
工学部の女子学生と人間看護学部の男子学生は
「少数派」とされる人たちですが、
少人数教育を掲げる県大では、
少数派を感じさせない生活を送っているようです。
そこで今回は、
工学部の女子学生と人間看護学部の男子学生に、
いろいろなお話を伺いながら、
大学生活の実態にせまりたいと思います。

県大REPORT

News　

『びわ湖ナレッジ・コモンズ
─ 地と知の共育・共創自立圏の形成 ─』の紹介

Af te r  Schoo l  Repor t

In fo rmat ion

デザインの面で協力させていただき
ありがとうございました。

県大らしさを表現できればと思っています。
（生活デザイン学科３回生　福田亮太朗）

ちょっとスタッフのかばん拝見！



機械

工学部全学科の男女比
女子 8％

男子 92％

県
大
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
実
態
調
査
！女

看
護
男
子

工
学
部
は
、
材
料
科
学
科
、
機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科
、

電
子
シ
ス
テ
ム
工
学
科
（
以
下
、
材
料
・
機
械
・
電
子
）
の
３
学
科
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

男
子
学
生
が
大
半
を
占
め
る
中
で
、
頑
張
る
工
学
女
子
の
み
な
さ
ん
！
工
学
部
の
魅
力
を
教
え
て
く
だ
さ
い
！

　

入
学
し
て
か
ら
は
男
の
子
の
友
達
が

い
っ
ぱ
い
増
え
ま
し
た
。
初
め
は
ご
飯

も
教
室
移
動
も
一
人
で
心
細
か
っ
た
で

す
。
で
も
、
向
こ
う
か
ら
話
し
か
け
て

く
れ
て
仲
良
く
な
っ
て
、
ず
っ
と
一
緒

に
い
る
う
ち
に
気
に
な
ら
な
く
な
り
ま

し
た
。
今
は
「
私
、
学
科
で
た
っ
た
一

人
の
女
子
や
ね
ん
！
」
っ
て
話
の
ネ
タ

に
し
て
い
ま
す
。

未
来
の
工
学
女
子
に
一
言
！

　

将
来
の
こ
と
は
具
体
的
に
は
ま
だ
決
ま
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
最
近
は
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
実
験

を
通
し
て
情
報
系
に
強
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

２
回
生
に
な
り
、
実
験
が
専
門
的
な
も
の
に
変

わ
っ
て
、
難
し
い
と
思
う
反
面
、
面
白
さ
も
大

き
い
で
す
。

高
校
の
頃
入
部
し
て
い
た
演
劇
部

　

に
照
明
部
署
が
あ
っ
て
、
照
明

の
配
線
図
を
見
て
実
際
に
コ
ー
ド
を
繋

い
だ
り
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
き
っ

か
け
に
「
電
気
回
路
に
つ
い
て
学
び
た

い
」
と
思
い
、
電
子
シ
ス
テ
ム
工
学
科

を
選
び
ま
し
た
。
元
々
、
数
学
や
物
理

が
そ
ん
な
に
得
意
で
は
な
い
の
で
、
周

り
の
人
に
助
け
て
も
ら
い
な
が
ら
勉
強

し
て
い
ま
す
。

私
は
将
来
は
化
粧
品
を
開
発
し
た

　
　

い
と
思
っ
て
い
て
、
大
学
で
化

学
の
研
究
が
で
き
た
ら
い
い
な
と
思
い
、

材
料
科
学
科
を
選
び
ま
し
た
。
工
学
部

は
女
子
が
少
な
い
と
聞
い
て
、
最
初
は

緊
張
し
て
い
ま
し
た
が
、
材
料
は
女
子

が
13
人
く
ら
い
い
る
の
で
、
ち
ょ
う
ど

い
い
団
結
力
が
あ
り
ま
す
よ
。

　

授
業
は
実
験
が
楽
し
い
の
で
す
が
、

そ
の
分
レ
ポ
ー
ト
が
大
変
で
す
。
と
に

か
く
授
業
に
つ
い
て
い
け
る
よ
う
に
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
化
学
の
実
験
で
は
白

衣
を
着
て
、
液
体
を
調
合
し
た
り
し
て

い
ま
す
。
や
っ
ぱ
り
白
衣
は
憧
れ
て
い

た
の
で
嬉
し
い
で
す
ね
。

私
は
高
校
生
の
頃
か
ら
理

　

系
の
科
目
が
得
意
だ
っ

た
の
で
、
そ
れ
を
生
か
し
て

就
職
も
で
き
た
ら
い
い
な
と

思
い
、
機
械
シ
ス
テ
ム
工
学

科
を
選
び
ま
し
た
。
工
学
部

は
女
子
が
少
な
い
と
思
い
不

安
で
し
た
が
、
機
械
は
意
外

と
女
子
の
人
数
が
多
く
て
、

安
心
し
ま
し
た
。

　

一
回
生
の
と
き
は
掃
除
機
や
プ
リ
ン
タ
ー
を
分

解
し
て
、
ど
う
い
う
構
造
に
な
っ
て
い
る
か
を
調

べ
て
図
に
描
い
た
り
し
ま
し
た
。
た
ま
に
壊
し
ま

す
け
ど
ね
・
・
・
。
私
は
目
覚
ま
し
時
計
を
壊
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
あ
と
、
私
た
ち
が
着
る
の

は
白
衣
で
は
な
く
て
、
作
業
着
な
ん
で
す
。
メ
ガ

ネ
を
か
け
て
、
工
作
機
械
で
金
属
を
ガ
リ
ガ
リ

削
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
実
は
、
白
衣
に
憧
れ
て

ま
す
け
ど
。

実
験
や
実
習
で
は
、
高
校
の
レ
ベ
ル
で
知
っ
て
い

る
こ
と
以
上
に
複
雑
な
機
械
な
ど
が
増
え
て
、
結

構
大
変
で
す
。
授
業
で
特
に
楽
し
か
っ
た
の
は
、

名
古
屋
の
ト
ヨ
タ
産
業
技
術
記
念
館
に
見
学
に
行

け
た
こ
と
。
レ
ポ
ー
ト
も
あ
っ
た
け
ど
、
自
由
行

動
も
あ
り
充
実
し
て
い
ま
し
た
。

未
来
の
工
学
女
子
に
一
言
！

　

女
子
で
工
学
部
の
機
械
っ
て
い
う
と
、
や
っ
ぱ

り
ど
こ
で
も
話
題
に
な
り
ま
す
ね
。
バ
イ
ト
先
の

近
く
に
機
械
を
扱
っ
て
い
る
会
社
が
あ
っ
て
、
そ

こ
の
社
員
の
方
に
「
就
職
困
っ
た
ら
う
ち
に
来
い

よ
！
」
っ
て
言
っ
て
も
ら
え
ま
し
た
。
県
大
の
機

械
は
、
他
大
学
と
比
べ
て
実
験
と
実
習
が
多
い
か

ら
、就
職
の
際
に
も
評
価
さ
れ
る
と
聞
き
ま
す
よ
。

未
来
の
工
学
女
子
に
一
言
！

　

理
系
で
も
レ
ポ
ー
ト
は
あ
る
し
、
文

章
は
書
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
け
れ
ど
、

文
系
の
科
目
は
英
語
く
ら
い
な
の
で
、

助
か
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
テ
ス
ト
が
と

て
も
多
い
の
で
、
必
死
で
数
学
や
物
理

を
解
き
ま
く
っ
て
ま
す
。
過
去
問
が
と

て
も
大
事
な
の
で
、
た
く
さ
ん
集
め
た

方
が
い
い
で
す
。
だ
か
ら
、
先
輩
と
の

繋
が
り
も
大
切
で
す
ね
。

材料科学科 ２回生

白石 紗季 さん
●所属サークル／
ボランティアサークルHarmony、
政所茶レン茶 ー（近江楽座）

電子システム工学科　２回生

安村 美紀 さん
●所属サークル／劇団深夜特急

機械システム工学科　２回生

中村 優里 さん
●所属サークル／ ICEMEN（バスケ）、
Hot Chocolate( テニス )

工学女子は少ないので、いろんな人と交流
したり友達を作るためにも、サークルには
絶対入った方がいいと思います！

やっぱり学習面で基礎的な知識は必要で
す。機械なら、特に物理ですね。授業でも
使うので、しっかり身につけておかないと
結構大変だと思います。

電子や情報を学ぶ学生は、やはり男子が多いですが、
私もすぐに友達ができて１年で慣れました。だから男
の子はもちろん、ちょっぴり不安な女の子も、興味が
ある人は気軽に来てください！

×

0304 KENDAI JIMAN 特集



ちょっとあなたのかばん拝見！

谷口 真紀 先生
全学共通教育推進機構
欧米のニュースをもとに作
られた雑誌と、カルチャー
を扱った雑誌で、通勤電車
の中で読んでいます。自分
が楽しんだり，勉強するた
めに読んでいますが、面白
い記事があれば講義でも使
いますよ !

深尾 奈央さん
生活栄養学科２回生
クマが好きなので、手帳や
ペンケースもクマ柄のもの
を使っています !

山田 崇光さん
人間関係学科２回生
野球部なのでトレーニング
のために、通学時間や暇な
時などによく使います。こ
れは 40kg のものですが、
他にも軽いものが家に何個
かあります。
野球に握力は大切です !!

伊庭 朱音さん
生活栄養学科２回生
前から欲しかった赤いメ
ガネと、ケースは好きな
作家さんの絵が描かれて
いてお気に入りです。

山上 繁政さん
生物資源管理学科４回生
読書や勉強の際、分から
ない言葉をすぐに調べら
れて、とても便利です。

犬井 賢志郎さん
電子システム工学科２回生
結構年季の入っているも
のですが、学校で友達と
大富豪をするのに、よく
使っています。

藤野 将寛さん
機械システム工学科３回生
マジックサークルの部長
なので、いつでも持ち歩
いています。皆と遊べて
便利です。

嘉部 祐樹さん
電子システム工学科２回生
学科で持たないといけない
ので、電子はみんな持って
ますよ！

久保 博紀さん
人間関係学科２回生
春のマストアイテム履修の
手引きと、大津の図書館で
借りた本です。
読書が好きで、以前は小説
を読むことが多かったんで
すが、最近は社会学系の本
を読んでいます。

鈴木 万璃さん
生活栄養学科２回生
たまに駅からバスを利用
する時に、いつもの財布
から小銭を出すのが大変
なので持っています。

島本 健太郎さん
人間関係学科１回生
人間関係学科ですが、デッ
サン法を履修しているの
で、必要になる道具たち
です。

土井 隆志さん
地域文化学科２回生
毎日使う部屋のカギや定
期券をここに付けていま
す。探さずに済むし、引っ
張ると伸びるので、便利
です。

片岡 紗綾さん
人間関係学科２回生
元々はドイツ製のカメラ
ケースで、お祭りの骨董市
で買いました。レトロな感
じが気に入ってます ! よく
PSP を入れて持ち歩いてい
ます。

松本 悠以さん
環境建築デザイン学科１回生
この春、彦根に引っ越し
てから買ったものです。
夜道が暗く、まだ慣れて
いなくて不安だったので、
買いました。

安原 輝さん
環境生態学科３回生
毎週いろんな行事やイベ
ントがあるので、手放せ
ないです。

いつも持ち歩いてるかばんの中身で、分かることってありますよね。
今回は、そんなかばんの中身から、県大生の実態を調査しました！

あの県大生や先生まで !? 県大生はこんなものを持ってます！

0708 KENDAI JIMAN 県大生実態調査

山上繁政さんと安原輝さんの顔写真が入れ替わっておりました。大変申し訳ありません。



数
ヶ
国
語
を
操
り
、

　
　
　
金
属
を
操
る
。

工学部 材料科学科　　▶
バラチャンドラン・
ジャヤデワン  教授

▲ 磁石に反応する磁性粒体。

原子間力顕微鏡  ▶

ナノ金属の精製に
使用する、様々な
評価装置。

◀ 液体急冷装置

EBSD付き走査型  ▶
電子顕微鏡

ス
リ
ラ
ン
カ
で
の
大
学
時
代

研
究
所
勤
務
・
大
学
院
時
代

さ
ら
に
知
識
を
深
め
る
必
要
性
を
感
じ
、

仕
事
の
傍
ら
大
学
院
に
通
い
、
鉱
物
の

精
製
に
つ
い
て
学
ぶ

大
学
院
卒
業
後
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
大
学
に

研
究
者
と
し
て
渡
る

日
本
の
大
学
院
に
通
う

日
本
へ

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
へ

東
北
大
学
や
秋
田
大
学
で
教
員
と
し
て
勤
務

２
０
１
０
年
よ
り
、
滋
賀
県
立
大
学
工
学
部

材
料
科
学
科
の
教
授
を
務
め
る

鉱
山
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
目
指
し
、
鉱
物
の

採
掘
と
分
離
の
、
２
つ
の
プ
ロ
セ
ス
を
学
ぶ

ージャヤ先生が県大に至るまで－

← ← ←← ←

ジ
ャ
ヤ
先
生
が
担
当
す
る
の
は
金
属
材

　

料
分
野
。
金
属
は
「
バ
ル
ク
」
と
い

う
大
き
い
も
の
と
「
ナ
ノ
」
と
い
う
小
さ

な
も
の
に
分
け
ら
れ
、
先
生
は
主
に
ナ
ノ

の
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

　
「
ナ
ノ
の
金
属
は
錆
び
や
す
い
の
で
精
製

か
ら
気
を
付
け
な
い
と
い
け
な
い
。
錆
び

な
い
よ
う
に
し
な
い
と
い
け
な
い
か
ら
、

水
も
使
え
な
い
。
そ
の
た
め
に
有
機
溶
媒

の
中
で
金
属
を
作
る
と
い
う
、
合
成
の
技

術
を
も
っ
と
も
っ
と
磨
い
て
、
様
々
な
機

能
性
を
持
っ
た
ナ
ノ
を
作
る
こ
と
を
目
標

に
、
日
々
研
究
し
て
い
ま
す
。」

ナ
ノ
の
金
属
の
研
究
は
、
直
径
数
十
ナ

ノ
メ
ー
ト
ル
（
１
ナ
ノ
メ
ー
ト
ル
は
１
ミ

リ
の
百
万
分
の
１
）
の
極
細
電
線
（
ナ
ノ

ワ
イ
ヤ
ー
）
や
、
導
電
性
イ
ン
ク
、
触
媒

の
材
料
へ
の
応
用
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

ジ
ャ
ヤ
先
生
の
目
標
は
、
も
っ
と
も
っ

と
県
大
を
拡
げ
、
強
く
し
て
い
く
こ
と
だ
。

　
「
一
人
ひ
と
り
の
行
動
が
、
県
大
の
将
来

を
決
め
て
い
く
も
の
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

常
に
上
を
目
指
す
た
め
に
は
職
員
だ
け
で

な
く
、
学
生
も
力
に
な
っ
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。
だ
か
ら
、
意
識
が
大
切
で
す

ね
。

　

先
生
た
ち
も
そ
う
思
っ
て
行
動
し
な
い

と
い
け
な
い
し
、
諦
め
た
ら
そ
こ
で
終
わ

り
で
す
。

　

学
生
を
ど
の
よ
う
に
教
育
し
て
い
く
の

か
、
す
ぐ
に
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
で

す
が
、
長
い
ス
ケ
ー
ル
で
考
え
て
い
く
。

皆
さ
ん
も
そ
の
力
に
な
っ
て
も
ら
え
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。」

先
生
の
故
郷
・
ス
リ
ラ
ン
カ
で
は
、
タ

ミ
ル
語
と
シ
ン
ガ
リ
語
を
話
す
民
族
に
分

か
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
語
圏
の
間
で
は

文
化
も
食
事
も
習
慣
も
違
う
。

そ
の
影
響
も
あ
り
、
先
生
は
幼
い
頃
か

ら
言
葉
に
興
味
を
持
ち
話
す
こ
と
が
と
て

も
好
き
だ
っ
た
よ
う
だ
。
そ
れ
が
現
在
の

多
く
の
言
語
を
扱
う
こ
と
に
つ
な
が
っ
て

い
る
の
か
も
。

　
「
家
で
は
シ
ン
ガ
リ
語
（
奥
様
の
母
語
）

が
中
心
で
、
大
学
で
は
日
本
語
だ
か
ら
、

タ
ミ
ル
語
（
自
分
の
母
語
）
を
話
す
機
会

が
な
か
な
か
無
い
の
は
残
念
だ
ね
。」
今
で

も
日
々
、
先
生
は
異
文
化
に
触
れ
て
い
る
。

　

日
本
の
文
化
に
慣
れ
る
の
は
早
か
っ
た

そ
う
だ
。
刺
身
な
ど
、
生
で
何
か
を
食
べ
る

と
い
う
こ
と
に
は
、
少
し
抵
抗
も
あ
っ
た
が
、

そ
れ
に
も
慣
れ
て
い
っ
た
の
は
流
石
！

　
「
ど
こ
の
国
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
国
の
習

慣
は
、
そ
の
国
で
作
ら
れ
た
も
の
。
そ
れ

ぞ
れ
の
国
の
食
事
は
、
そ
の
気
候
に
あ
っ

た
も
の
と
し
て
生
み
出
さ
れ
て
き
た
も
の
。

だ
か
ら
、
日
本
の
和
食
と
同
じ
価
値
の
食

事
は
、
ど
こ
の
国
に
も
あ
り
ま
す
。

　

国
際
化
と
い
う
の
は
、
相
手
の
言
葉
、

文
化
、
習
慣
を
理
解
す
る
こ
と
が
大
事
で

す
よ
ね
。」

一人ひとりの行動が、
大学の将来を決める

まだまだマイナーですが、県大には語学関係の学科に限らず、様々な学科に色々な
国から来られた先生がいらっしゃいます。今回の“ jimanな先生”は、その中の一人、
スリランカ出身・工学部材料科学科のバラチャンドラン・ジャヤデワン先生です。

次にマスターしたい言葉は、「スペイン語」とのこと。英語とスペイ
ン語を話せると、世界の多くの国の人々と会話できるようになるか
らだそうです。「最近は車の中でも、ＣＤを聴いて勉強しています。」

0910 KENDAI JIMAN 突撃！ jiman な先生



Q
　
能
楽
部
は
初
心
者
で
も
入
れ
ま
す
か
？

Ａ
　
む
し
ろ
初
心
者
の
方
ば
か
り
で
す
！

Q
　 

メ
ン
バ
ー
に
は
ど
ん
な
人
が
多
い
で
す
か
？

Ａ
　
変
な
と
こ
ろ
で
詳
し
い
と
い
う
か
、

「
能
」
の
モ
デ
ル
に
な
っ
て
い
る
源
氏
物
語

や
平
家
物
語
に
詳
し
い
先
輩
が
い
た
り
、

博
識
な
人
が
多
い
で
す
。
あ
と
、
変
わ
っ

て
る
人
が
多
い
か
な（
笑
）。

Q
　
特
別
な
ル
ー
ル
は
あ
り
ま
す
か
？

Ａ
　
挨
拶
で
す
か
ね
。
プ
ロ
の
先
生
方
か

ら
「
挨
拶
が
基
本
だ
」
と
何
度
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

Q
　
お
二
人
は
ど
う
し
て
能
楽
部
に
入
ら

れ
た
の
で
す
か
？

Ａ
　
新
入
生
歓
迎
公
演
と
い
う
の
が
あ
り

ま
し
て
、そ
こ
で
見
て
「
あ
あ
す
ご
い
な
ー
」

と
思
っ
て
、
ち
ょ
っ
と
覗
い
て
み
よ
う
か

な
っ
て
思
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
ね
。

Q
　
新
入
生
や
在
学
生
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
！

Ａ
　
何
か
ひ
と
つ
や
り
た
い
こ
と
、
興
味

を
持
っ
た
こ
と
を
見
つ
け
て
ほ
し
い
で
す
。

ま
た
そ
の
選
択
肢
の
中
に
能
楽
部
を
入
れ

て
い
た
だ
け
た
な
ら
と
思
い
ま
す
！

Q
　
ど
ん
な
指
導
を
受
け
て
い
ま
す
か
？

Ａ
　
プ
ロ
の
楽
士
の
先
生
に
京
都
か
ら
こ

ち
ら
ま
で
来
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
親

子
で
先
生
を
し
て
お
ら
れ
る
方
で
す
。

Q
　
能
楽
部
の
自
慢
は
？

Ａ
　
滋
賀
県
内
で
唯
一
の
能
に
関
す
る
部

活
と
い
う
こ
と
で
す
か
ね
。
京
都
は
も
う

少
し
盛
ん
な
ん
で
す
け
ど
、
滋
賀
、
し
か

も
彦
根
と
い
う
、
少
し
離
れ
て
る
と
こ
ろ

で
な
の
で
（
笑
）。

　
で
も
彦
根
は
、
能
に
は
恵
ま
れ
て
る
土

地
で
す
。
彦
根
城
の
博
物
館
の
中
に
あ
る

能
舞
台
で
公
演
を
さ
せ
て
頂
け
て
お
り
、

そ
れ
は
す
ご
く
光
栄
な
こ
と
で
す
。

Q
　
能
楽
部
の
魅
力
は
な
ん
で
し
ょ
う
。

Ａ
　
伝
統
文
化
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
こ

と
が
一
番
で
す
ね
。
そ
れ
に
、
普
段
で
は

触
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
世
界
と
関
わ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
能
っ
て
や
っ
ぱ
り

ち
ょ
っ
と
世
界
が
違
う
の
で
。
普
段
の
何

気
な
い
大
学
生
活
に
対
し
て
、こ
う
し
た
伝

統
文
化
に
も
触
れ
て
お
く
と
、
そ
う
し
た

日
常
と
は
ま
た
違
う
世
界
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
あ
、
入
れ
ば
わ
か
る
よ
！って

感
じ
で
す
ね
。

Q
　
入
部
し
た
ら
そ
の
着
物
は
貸
し
出
さ

れ
る
ん
で
す
か
？

Ａ
　
こ
れ
は
だ
い
た
い
自
前
で
す
。
で
も
、

今
履
い
て
い
る
袴
は
学
校
に
貸
し
出
し
て

頂
い
て
ま
す
。
私
達
も
新
入
生
に
は
全
力

で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
し
、
一
緒
に
着
物
を

買
い
に
行
っ
た
り
し
ま
す
よ
。

能楽部
●部員数／８人●活動日／
月、火、木曜日の放課後●
場所／カルチャールーム１
（学生ホール内）●活動内容
／舞や謡（うたい）の稽古

公演会
●日時／９月１４日●場所
／彦根城●演目／淡海能（た
んかいのう）／能面

「仕舞」という謡（うたい）を披露していただいた。
山田さんの部屋に響き渡る声に
合わせて石田さんが舞っている。

絶賛部員募集中！

能
楽
部

少数精鋭で守る 滋賀での伝統文化
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Informat ion

個
人
（
教
員
等
）

生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科 

南　
　

政
宏　

助
教

　

滋
賀
県
商
工
観
光
労
働
部

　
コ
コ
ク
ー
ル
マ
ザ
ー
レ
イ
ク
・
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
２
０
１
３

材
料
科
学
科 

山
下　

義
裕　

講
師

　

日
本
繊
維
機
械
学
会

　

日
本
繊
維
機
械
学
会
フ
ェ
ロ
ー

環
境
建
築
デ
ザ
イ
ン
学
科 

永
井　

拓
生　

助
教

　

国
際
住
宅
建
築
賞
「AR House Awards 2014

」

　

H
ighly C

om
m
ended

環
境
建
築
デ
ザ
イ
ン
学
科 

芦
澤　

竜
一　

准
教
授

　

第
17
回
木
材
活
用
コ
ン
ク
ー
ル　

木
材
開
拓
賞

環
境
建
築
デ
ザ
イ
ン
学
科 

永
井　

拓
生　

助
教

　

第
17
回
木
材
活
用
コ
ン
ク
ー
ル　

部
門
賞

環
境
建
築
デ
ザ
イ
ン
学
科 

芦
澤　

竜
一　

准
教
授

　

第
５
回
木
質
建
築
空
間
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

　

最
優
秀
賞

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科 

橋
本　

周
子　

助
教

　

第
31
回
渋
沢
・
ク
ロ
ー
デ
ル
賞

　

ル
イ
・
ヴ
ィ
ト
ン 

ジ
ャ
パ
ン
特
別
賞

個
人
（
学
生
）

工
学
研
究
科

機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻
博
士
前
期
課
程

２
年　

近
藤　

大
地

　

公
益
社
団
法
人
自
動
車
技
術
会

　

大
学
院
研
究
奨
励
賞

団
体
（
学
科
・
ク
ラ
ブ
）

環
境
建
築
デ
ザ
イ
ン
学
科

陶
器
浩
一 

研
究
室

永
井
拓
生 

研
究
室

　

第
５
回
建
築
コ
ン
ク
ー
ル　

最
優
秀
賞

環
境
建
築
デ
ザ
イ
ン
学
科

陶
器
浩
一 

研
究
室

永
井
拓
生 

研
究
室

　

日
本
建
築
学
会　

作
品
選
奨

着
任
　
　
　
　（
平
成
26
年
４
月
１
日
付
）

　
　
　
　
　
　

高
倉　

耕
一

　
　
　
　
　
　

環
境
科
学
部　

准
教
授

　
　
　
　
　
　

竹
下　

宏
樹

　
　
　
　
　
　

工
学
部　

准
教
授

　
　
　
　
　
　

一
宮　

正
義

　
　
　
　
　
　

工
学
部　

准
教
授

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

横
田　

尚
美

　
　
　
　
　
　

人
間
文
化
学
部　

准
教
授

　
　
　
　
　
　

村
上　

健
太
郎

　
　
　
　
　
　

人
間
文
化
学
部　

准
教
授

　
　
　
　
　
　

小
熊　

猛

　
　
　
　
　
　

人
間
文
化
学
部　

准
教
授

　
　
　
　
　
　

山
田　

歩

　
　
　
　
　
　

人
間
文
化
学
部　

助
教

　
　
　
　
　
　

杉
浦　

由
香
里

　
　
　
　
　
　

人
間
文
化
学
部　

助
教

　
　
　
　
　
　

橋
本　

周
子

　
　
　
　
　
　

人
間
文
化
学
部　

助
教

　
　
　
　
　
　

中
村　

和
代

　
　
　
　
　
　

人
間
看
護
学
部　

助
手

　
　
　
　
　
　

川
口　

恭
子

　
　
　
　
　
　

人
間
看
護
学
部　

助
手

財
務
グ
ル
ー
プ  

副
参
事 

藤
木　

良
和

財
務
グ
ル
ー
プ  

副
参
事 

坂
口　
　

健

財
務
グ
ル
ー
プ  

主　

幹 

前
田　

正
志

財
務
グ
ル
ー
プ  

副
主
幹 

河
本　

隆
英

経
営
企
画
グ
ル
ー
プ  

主
事 

中
嶋　

崇
裕

学
生
・
就
職
支
援
グ
ル
ー
プ  

主
幹

　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

堀
口　

貴
代

教
務
グ
ル
ー
プ  

主　

事 

山
埜　

弘
貴

地
域
連
携
推
進
グ
ル
ー
プ  

グ
ル
ー
プ
統
括

　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

村
井　

洋
一

着
任
　
　
　
　（
平
成
26
年
５
月
１
日
付
）

　
　
　
　
　
　

小
澤　

惠
子

　
　
　
　
　
　

人
間
文
化
学
部　

准
教
授

所
属
替
え

総
務
グ
ル
ー
プ　

主
幹

　

伊
香
由
美
子
（
財
務
グ
ル
ー
プ
よ
り
）

総
務
グ
ル
ー
プ　

主
事

　

柳
沼　

勇
多

　
（
学
生
・
就
職
支
援
グ
ル
ー
プ
（
兼
）

　

  

財
務
グ
ル
ー
プ
よ
り
）

経
営
企
画
グ
ル
ー
プ　

グ
ル
ー
プ
統
括

　

久
保
田　

貢

　
（
地
域
連
携
研
究
推
進
グ
ル
ー
プ
よ
り
）

経
営
企
画
グ
ル
ー
プ　

主
査

　

林　
　
　

周

　
（
地
域
連
携
研
究
推
進
グ
ル
ー
プ
よ
り
）

学
生
・
就
職
支
援
グ
ル
ー
プ　

副
参
事

　

成
宮　

寛
夫
（
図
書
情
報
グ
ル
ー
プ
よ
り
）

学
生
・
就
職
支
援
グ
ル
ー
プ　

主
任
主
事

　

髙
谷　

美
穂
（
総
務
グ
ル
ー
プ
よ
り
）

教
務
グ
ル
ー
プ　

主
査

　

前
川　

寛
行

　
（
学
生
・
就
職
支
援
グ
ル
ー
プ
よ
り
）

退
職
　
　
　
　（
平
成
26
年
３
月
31
日
付
）

環
境
科
学
部 

教　
授　
沢
田　
裕
一

環
境
科
学
部 

教　
授　
冨
島　
義
幸

工
学
部 

教　
授　
中
川
平
三
郎

工
学
部 

教　
授　
松
下　
泰
雄

工
学
部 

助　
教　
小
川　
圭
二

工
学
部 

助　
教　
近
藤　
千
尋

工
学
部 

助　
教　
木
村　
真
之

工
学
部 

助　
教　
池
之
上
卓
己

人
間
文
化
学
部 

教　
授　
道
明
美
保
子

人
間
文
化
学
部 

教　
授　
灘
本　
知
憲

人
間
文
化
学
部 

教　
授　
吉
田　
一
郎

人
間
文
化
学
部 

教　
授　
寄
本　
　
明

人
間
文
化
学
部 

准
教
授　
岡
本　
秀
己

人
間
文
化
学
部 

助　
教　
宮
尾　
　
学

人
間
看
護
学
部 

教　
授　
奥
津　
文
子

人
間
看
護
学
部 

助　
教　
松
井　
陽
子

退
職
　
　
　
　（
平
成
26
年
６
月
30
日
付
）

財
務
グ
ル
ー
プ 

主　
事　
谷
口　
愛
美

受
賞
／
表
彰

人
事
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※ＣＯＣ
ＣＯＣは「Center of Community 
（センター・オブ・コミュニティ）」の
略称で、大学が、全学的に地域を志向
した教育・研究・地域貢献を進めるこ
とで、地域コミュニティの中核的存在
としての大学の機能強化を図ることを
めざしています。

上田洋平（全学共通教育推進機構）

近江地域学会の設立シンポジウム

地元の方を大学に招き、聞き取りを行いました

パネルディスカッション

地域でのフィールドワーク

近
江
地
域
学
会
の
設
置

　　

近
江
地
域
の
住
民
、
事
業
者
、
行
政
、

研
究
者
、
教
育
者
そ
し
て
学
生
が
近
江

地
域
の
価
値
に
磨
き
を
か
け
、
よ
り
よ

い
未
来
の
創
造
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

標
に
、
研
究
と
交
流
の
場
と
し
て
近
江

地
域
学
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

近
江
地
域
学
会
と
は
、
水
平
型
・
公

開
型
の
オ
ー
プ
ン
・
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
形
態
を
と
り
、
地
域
課
題
解
決
の

た
め
各
主
体
（
研
究
者
、
地
域
で
活
動

す
る
人
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
企
業
、
行
政
等
）

が
対
話
・
交
流
・
融
合
で
き
る
場
で
す
。

　

学
会
の
活
動
を
通
し
て
、
地
域
横
断

的
な
研
究
成
果
の
公
開
や
交
流
か
ら
各

地
域
で
具
体
的
・
創
発
的
な
活
動
に
波

及
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　

２
月
22
日
（
土
）、
本
学
交
流
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
約
２
０
０
名
も
の
ご

参
加
を
い
た
だ
き
、「
近
江
地
域
学
会
」

設
立
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
島
根
県
隠
岐
郡
海
士
町
長

の
山
内
道
雄
氏
に
よ
る
「
な
い
も
の
は

な
い―

地
域
再
生
へ
の
挑
戦
」
と
題
し

た
基
調
講
演
に
続
き
、
地
域
の
第
一
線

で
ご
活
躍
の
方
々
も
交
え
、「
共
育
・

共
創―

人
が
育
つ
地
域
づ
く
り
」
と
題

し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

公
募
型
地
域
課
題
研
究

　

Ｃ
Ｏ
Ｃ
事
業
の
一
環
と
し
て
実
施
す

る
も
の
で
、
関
係
自
治
体
を
は
じ
め
と

し
た
地
域
と
の
緊
密
な
連
携
の
も
と
、

地
域
課
題
の
解
決
や
地
域
を
志
向
し
た

教
育
の
推
進
に
向
け
た
研
究
に
積
極
的

に
取
り
組
む
こ
と
で
、本
学
教
員
の
「
地

域
志
向
」
を
一
層
強
固
に
す
る
と
と
も

に
、
地
域
に
お
け
る
「
知
の
拠
点
」
と

し
て
、
地
域
の
再
生
お
よ
び
活
性
化
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
「
地
域
の
空
家
活
用
の
研
究
を
契
機
と

す
る
大
学
立
地
地
元
八
坂
の
地
域
づ
く

り
」
は
、
本
学
Ｃ
Ｏ
Ｃ
事
業
に
お
け
る
公

募
型
地
域
課
題
研
究
に
採
択
さ
れ
て
平
成

25
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
た
研
究
活
動
で
す
。

　

彦
根
市
八
坂
町
で
は
近
年
少
子
高
齢
化

等
に
起
因
し
て
空
家
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、

防
犯
・
防
災
、
地
域
の
活
力
減
退
等
様
々

な
点
か
ら
問
題
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
地
域
課
題
を
受
け
て
、
立
地
地
元
で

あ
る
条
件
を
活
か
し
、
大
学
の
知
的
・
人

的
資
源
を
導
入
し
て
地
域
の
空
家
を
活
用

す
る
方
策
を
研
究
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

研
究
を
踏
ま
え
た
域
学
連
携
に
よ
る
空

家
活
用
の
実
践
を
通
じ
て
、
空
家
の
不
良

資
産
化
に
歯
止
め
を
か
け
る
と
と
も
に
、

空
家
の
再
生
・
活
用
を
契
機
と
す
る
地
域

内
の
活
動
人
口
の
増
加
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

機
能
の
回
復
あ
る
い
は
発
展
充
実
に
つ
な

げ
る
こ
と
も
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
中
に
は
、

　
【
１
】
集
落
内
の
空
家
に
関
す
る
現
況
調
査
、

　
【
２
】
空
家
の
増
加
を
含
む
地
域
課
題

に
か
か
る
意
識
調
査
と
課
題
解
決
に
向
け

た
意
向
調
査
、

　
【
３
】
１
、
２
を
踏
ま
え
た
課
題
解
決

の
方
策
に
関
す
る
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
【
４
】
研
究
成
果
の
地
元
へ
の
報

告
と
活
用
策
の
提
案
、
そ
れ
に
関
す
る
意

見
交
換
も
数
回
に
わ
た
り
実
施
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
研
究
は
共
同
研
究
者
で

あ
る
松
岡
拓
公
雄
先
生
や
先
生
の
指
導
を

受
け
て
い
た
院
生
の
米
田
海
視
さ
ん
（
現

在
社
会
人
）
と
共
に
進
め
て
い
ま
す
。

地
元
と
の
連
携

　　

地
元
と
の
連
携
と
し
て
、
八
坂
自
治
会

長
に
は
地
域
連
携
研
究
員
と
し
て
参
画
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
本
学
近
江
楽
座
で

活
躍
し
て
い
る
学
生
の
協
力
も
得
ま
し
た
。

お
か
げ
で
、
学
生
も
交
え
た
多
様
な
面
々

で
八
坂
の
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
議
論
す

る
素
地
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

滋
賀
県
立
大
学
と
八
坂
町
と
は
、
こ
れ

ま
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
か
ら
、
単

に
そ
こ
が
大
学
の
立
地
地
域
で
あ
る
と
い

う
だ
け
で
は
な
く
、
種
々
な
利
害
を
共
有

す
る
関
係
に
あ
り
ま
す
。
一
部
の
学
生
に

と
っ
て
は
そ
こ
は
下
宿
の
あ
る
生
活
拠
点

で
あ
り
、
自
身
が
集
落
の
構
成
員
で
あ
る

と
い
う
関
係
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
祭
り
に

あ
た
っ
て
は
神
輿
の
担
ぎ
手
と
し
て
そ
れ

に
参
加
す
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
る
地
元
の

構
成
員
と
し
て
学
生
生
活
を
お
く
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
他
方
で
は
授
業
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
や
、
実
習
・
卒
業
研
究
の
フ
ィ
ー

ル
ド
と
し
て
な
ど
、
教
育
研
究
に
か
か
る

身
近
な
地
域
で
も
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
地
域
が
大
学
の
知
的
資
源
あ
る

い
は
学
生
を
は
じ
め
と
す
る
人
的
資
源
を

活
用
し
て―

特
に
地
域
課
題
の
解
決
や
地

域
づ
く
り
に
つ
い
て―

利
益
を
得
る
こ
と

に
関
し
て
は
ま
だ
ま
だ
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

　
「
近
江
楽
座
」
の
「
と
よ
さ
と
快
蔵
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
等
学
生
に
よ
る
近
隣
地
域

で
の
先
進
的
取
組
の
実
績
も
、
今
こ
そ
大

学
の
立
地
地
元
八
坂
で
活
か
せ
る
だ
ろ
う
。

と
研
究
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
そ
ん
な
こ

と
も
念
頭
に
あ
り
ま
し
た
。
な
に
よ
り
、

Ｃ
Ｏ
Ｃ
事
業
、
そ
し
て
今
回
の
研
究
は
、

私
自
身
が
１
期
生
と
し
て
入
学
し
て
以
来

20
年
近
く
に
わ
た
っ
て
様
々
な
形
で
お
世

話
に
な
り
、「
八
坂
が
上
田
を
〝
先
生
〞

に
し
た
よ
う
な
も
ん
や
」
な
ど
と
言
っ
て

下
さ
る
方
も
あ
る
ほ
ど
に
ゆ
か
り
深
い
地

域
に
改
め
て
向
き
合
え
る
良
い
機
会
に
な

る
、
そ
ん
な
気
持
ち
も
あ
り
ま
し
た
。

　

八
坂
と
い
う
立
地
、
そ
し
て
地
元
の
課

題
解
決
の
た
め
の
研
究
と
実
践
を
通
じ
て
、

「
地
域
に
根
差
し
、
地
域
に
学
び
、
地
域

に
貢
献
す
る
」「
キ
ャ
ン
パ
ス
は
琵
琶
湖
。

テ
キ
ス
ト
は
人
間
。」
と
い
う
本
学
開
学

の
理
念
を
実
現
す
る
こ
と
に
寄
与
し
、
大

学
の
種
々
の
資
源
を
活
か
し
て
大
学
の
立

地
地
元
な
ら
で
は
の
地
域
づ
く
り
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

『びわ湖ナレッジ・コモンズ ─ 地と知の共育・共創自立圏の形成─』
が採択されました。

地域の空家活用の研究を契機とする
大学立地 地元八坂の地域づくり

文部科学省の平成 25 年度「地（知）の拠点整備事業（大学ＣＯＣ事業（※））」に、
滋賀県立大学が申請した
『びわ湖ナレッジ・コモンズ ─地と知の共育・共創自立圏の形成─』が採択されました。

滋賀県立大学は、県東北部唯一の総合大学としての多様なシーズ・実績を活かし、
関係自治体などとの連携のもと、
少子高齢化や若者人口減少に起因する様々な地域課題に対し、
教育、研究、社会貢献の観点から解決に取り組みます。
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